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1．はじめに
　新しい繊維素材の開発により、保温性、吸湿
性、ストレッチ性などが賦与された機能性素材
が普及している一方、安価で良質な既製服が多
量に販売されている。Uかし高齢者・障害者用
の衣服は、加齢による体型の変化、障害の程度、
障害の部位などで個人差が大きい1）。すなわち
典型的多品種少量生産であるが故に、その開発
は十分とは言えないことが指摘されてき
た2）β｝・4）。
　一方衣服は、着脱、排泄、入浴といった日常
生活場面の動作と密接に関係し、高齢者・障害
者の衣生活支援は、「個人の意志を尊重した利用
者本位の自立を支援する」といった介護の理念
を基底におき、本人の衣服や衣生活への関心を
高め、おしゃれを楽しむことができる生活を実
現する質の高い介護を具体的に提供しなければ
ならない。さらに、原因疾患や障害の状況、日
常生活動作（ADL）の状況、本人の好みや生活
歴も把握する必要がある。
　また、高齢者・障害者用の衣服に対しての基
本的対応は、「市販されている工夫された衣服を
購入する」、「現在ある衣服を工夫し、リフオー
ムする」、「介護する側に都合のよい、介護しや
すいだけの衣服にしない」、「高齢障害者の固定
的なイメージを持たない、作らない」などが挙
げられる。
　このように、高齢者・障害者の衣生活支援は
多くの知識や技術と配慮を必要とし、特に介護
を学ぶ者にとっては非常に難しい課題である。
したがって、熟練した指導者による介護体験学
習を受ける以前に、衣生活の適切な支援を学ぶ
ための補助的な役目を果たす教育システムの開
発が必要であると我々は考えてきた。まず手始
めに、本研究では衣服が着脱できる簡易な擬似
体験装具及びモデル介護服を作製し、実際に体
験させることでどのような教育効果がもたらさ
れるかを検討した。
2．用具
2．1簡易擬似体験装具
　高齢者・障害者は、上肢、下肢の運動機能や
視聴覚の機能が低下することが多いことから、
それを実際に体験するために工夫された装置が
いくつか市販されている。しかし身体の各部位
をしっかり固定するため、あるいは重りをつけ
ることにより、装着した時各部分での大きな脹
らみができる。そのため、その上から通常のサ
イズの衣服を着ることができず、衣服の着脱体
験には不適当である。そこで、図1に示したよ
うな簡易擬似体験装具を作製した。
2．2モデル介護服
　高齢者・障害者のための衣服に関する成書と
しては、1975年（昭和50年）、「身体障害と衣服
のデザイソ」5〕が発刊され、身体障害者に対する
ファッショソの意義、外出着、訓練着、家庭着
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図1　擬似体験装具
及び衣服着脱動作について記述してある。「機能
障害とファッショソを結ぶ斬新な試み」と題し、
　「身障者のファッショソという、わが国では顧
みられなかった分野を手がけた初めての書」と
いうフレーズがついている。1983年（昭和58
年）には、「がらだの不自由な人の衣服」5）が発
刊された。車椅子、松葉杖、バギー車、長下肢
装具を使用する人に、脳性麻痺、脊柱変形など
の運動機能障害がある人に、お年寄りなどがと
りあげられ、「願わくぽ、この著書のアイデアを
ヒソトに、それぞれのライフスタイルに合った
装いを満喫していただければ幸いです」と結ん
である。1991年（平成3年）に、「装いは生きる
よろこび」4）が発刊され、高齢・障害者の衣服が
数多く提案されている。そこでこれらの書籍を
参考にして、いくつかのモデル介護服を作製し
た。
　もんぺ型衣服、両裾開きズボン、両開き上着、
両開きズボソ、排泄用ズボソ、ボタンの大きさ
が異なる上着をそれぞれ図2～7に示した。
2．3体験者
　県立新潟女子短期大学生活科学科生活福祉専
攻平成12年度2年生、26名及び上越保健医療
福祉専門学校平成13年度2年生、36名そある。
後日レポート提出により、意見、感想等をまと
めた。
3．結果及び考察
　図1に示した擬似体験装具は、首に架ける
パーツと腰に巻くパーツ及び膝上に巻くパーッ
からなり、それぞれマジックテープで固定し、
それぞれのパーツ間の長さは調節できるように
してある。この装具を着けた場合、「腰が曲がる
ことがあんなに大変であるとは思わなかった」、
　「歩行時の視野はいつもの半分であった」、「高
齢者が座る理由が理解できた」、「杖や掴まると
ころが必要であることや高齢者が腰に手をあて
ることがわかった」などが感想として出された。
これは、一般の擬似体験装置に共通しているこ
とであり、擬似体験の目的は達成できると思わ
れる。今回提案した装具は、衣服の着脱のため
に提案したものであるが、極めて安価でできる
点に大きなメリットがある。しかし、実際の体
験者からは、「装着時首が痛い」といった点が指
摘され、「布ベルトではなく伸縮性のある素材を
使用する」、「ベルトを背中で交叉させる」、「膝
の部分はサポーターのようなものが好ましい」、
「歩幅を聾める工夫も必要」といった提案もな
された。
　次に、擬似体験装具を着装して、パジャマか
ら図2に示したもんぺ型衣服に代える介助体験
では、仰臥位が困難であり、側臥位で行うため
スムーズに進行しない。したがって、側臥位で
ズボソを下げることが困難であることが認識さ
れ、さらに「袖が広い方が扱いやすく、裾にゴ
ムが入っていると足を通しにくい」といった感
想が述べられた。また、「腰が曲がっている状態
で起立したまま衣服を代えることが困難であ
る」ことを理解するためには有効であることも
わかった。図2に示した上着は、サイズを大き
めにし、最小限のスナップ及びボタソで止める
ように作製したので、女子学生にとっては、「着
脱しやすく、硬縮して可動域が限定している人
には良い」と感じる反面、「前が開きすぎ」、ボ
タンが二つであることから「胸部、腹部に隙間
ができる」といった意見が多かった。また、ズ
ボンにっいては、裾がファスナーで開閉できる
ようにしたが、むしろ上げ下ろしに対し素材の
伸縮性を望んでいる学生が多かった。
　サイドにファスナーを施した上着（図4）に
ついて、「服に余裕があって着易いが、しわにな
りやすく褥瘡の原因になる」、「肩の線は、着せ
る時の目安になるので目印として必要」、「縫い
目は表に出す工失がいるのでは」など、介護す
る側と介護を利用する側の両方から検討した例
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図2　もんぺ型衣服
図3　裾開きズボン
図4　両開き上着
図5　両開きズボン
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図6　排泄時を考慮したズボン
が見られた。また、ズボン（図5）については、
「オムツ交換、入浴時、．車椅子使用時でも手間
がかからず脱げるので便利」、「ファスナーが腰
に当たるので、布を付けて欲しい」、「裾から膝
の間のファスナーは必要ではない」といった意
見に加えて、「立った状態で、後ろからおむつを
代えることができるので、プライバシーの保護
の観点で良いと思った」という予想外の考えも
得られた。さらに、ファッショソ性を考えると、
ファスナー部分が見えなくなる工夫が必要」と
いう意見も出された。
　排泄時の便利さを考慮したズボソ（図6）に
ついては、「とても扱いやすく、介護者の自立を
促すことができる」、「ズボンの裾にゴムのベル
トを付けることでファスナーがスムーズにあが
る」などの感想が得られた。
　図2～図6で示したモデル介護服の他に、
図7　ボタンの大きさの異なる上着
N
1．5cm及び2．1cmの直径のボタソを付けた
上着（図7）を作製し、軍手をかけてボタソを
かける試みも行った。軍手をかけることにより
手の感覚が低下し、ボタソの大きさと掛けやす
さとの関係を調ぺる目的であるが、「小さいボタ
ンは掛けにくい」、「ボタソに厚みがあればどう
なるか調べたい」、「ボタンを外す時、小さいボ
タソの方が外しやすい」、「ボタンとボタンホー
ルバラソスが大切」といった感想であった。今
後ボタソの材質とともに、手袋の材質や指に
テープを巻くなど、さらに検討する必要がある。
　総括的まとめとして何人かの学生は、「すごく
良い体験になったと思う」、「介護される側に
なったとき、人からやってもらうのが恥ずかし
かった」、「擬似体験装具をつけて、自分の体が
思うように動かず、介護を必要としている人の
気持ちがわかったように思う、また急がせては
いけないことが理解できた」、「私達は介護を必
要としている人の気持ちを読み取って、その気
持ちを考えながら介護をしていかなければなら
ないと改めて思った」、「誰でも着用しやすいと
いうものはなく、一人一人のニーズにあったも
のを一つ一つ作っていく必要があると思う」、
「完全に良いものを作るのは難しいとは思う
が、より理想に近づけていかなけれぽならない
と感じた」と感想を述べている。また、「社会福
祉は、その専門分野の人の努力だけでなく、衣
服や建築など、様々な分野の人達の創意工夫、
努力があって成り立つということに改めて気付
かされ、今回の体験はとても勉強になった」と
述べた学生もおり、我々が目的とする一端が反
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映したものと考える。
　高齢者や障害がある人の衣生活支援にあたっ
ては、自由な自己表現として自分らしい衣生活
を継続させる、生活場面に応じた衣服の着用に
より、生活にメリハリをつけることなどが重要
である。
　さらに今回の試みおよび体験報告から、これ
らのことを実現するために、必要なこととして
認識すべき点は、一人一人の個別的状況を把握
したうえで、1）機能低下の状況に対応する、
2）体型に対応する、3）着脱が安楽・安心で
ある、4）プライバシーを守る、5）保湿性・
保温性を確保する、6）良肢位がとりやすいゆ
とりがある、7）じょくそうをつくらない（し
わができない）、8）痛みがない（ボタソ・ファ
スナーが肌にあたらない）9）関節可動域と自
助動作を活用する、などがあげられる。
おわりに
　擬似体験装具を用い、モデル介護用衣服を組
み合わせる体験学習は、福祉を学ぶ学生に対し、
衣生活の分野を教育するのに有用であるかを検
討した。最近、被服の機能、素材、管理などを
含めた衣服全般に関するものも出版されている
が7）・8）、講義を理解させる上で実習は欠かすこと
が出来ない。その意味で、特別養護老人ホーム
などでの実習の前に、衣生活との関連を理解さ
せるための実習に適していることがわかった。
ただし、今回の試みは初めてであり、素材（伸
縮性のない綿布）、サイズ、配色などを変えると
ころまで配慮できなかった。今後、この分野で
の教育研究の一助となれば幸いである。
　最後に、体験学習用具の作製に尽力いただい
た長井久美子氏に感謝いたします。
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